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研究成果の概要（和文）： この研究の目的は、医療に一層貢献できる薬剤師を持続的に養成することである。研究期
間3年で計6クール、各11週間の薬学生の病院実習に際し、指導薬剤師や教員の参加のもとで学生主体の症例検討会を毎
週行った。薬物療法上の危険予知など、薬学的立場からの論点を検討し、ガイダンスで学生に示した。同一症例に継続
して関わることで学生の満足度や理解度は向上した。この症例検討会は、指導薬剤師や教員にとっても患者ケアを意識
する好機になるものと考えられる。
　一方新たな課題も明らかになった:「患者の薬物療法に関わる状態の評価」は経験的になされることが多い。客観的
で汎用性のある指標の確立について研究を進める必要がある。

研究成果の概要（英文）：  Objective of this study is to establish the sustainable system of pharmacy educa
tion to cultivate human resources who contribute to healthcare with pharmaceutical sciences.  We conducted
 on-site training in hospital with 6 times during the 3-year study period.  Weekly case conferences were h
eld in the training for 11 weeks by one term.  Advising pharmacists, teachers, and fifth-year pharmacy stu
dents who were on the training attended the conferences.  Basic points to discuss about pharmacotherapy or
 pharmaceutical care were demonstrated and presented to the students in the guidance of case conferences. 
 According to the points, students had group discussions and presentations in case conferences about their
 patients.  Students' levels of understanding or satisfaction improved comparing with that before.  Throug
h continuous follow-up of patients, discussion, and information sharing, it considered that participants i
ncluding pharmacists and teachers gained clinical competency.
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１．研究開始当初の背景 
 疾病の治療や健康増進に果たす薬の役割
は大きいが、近年においては切れ味の鋭い
医薬品が次々に開発され、優れた薬効と裏
腹にその使用には常に何らかのリスクが伴
う。いわゆる薬害問題も後を絶たないのが
現実である。一方、医学の進歩と医療の高
度化・専門化により一人の医師が把握すべ
き情報量は爆発的にふえ、種々の職種がそ
れぞれの専門領域をもって、チームで患者
の診療にあたる「チーム医療」が必然とな
った。そこで、薬物療法の専門家として科
学的根拠をもって医療を担える優秀な薬剤
師の養成が命題となる。 
 国際薬学連合 (FIP) と世界保健機関 
(WHO) は求められる薬剤師像として“7つ星
薬剤師”を提唱し、その要素として①
Caregiver（ケアの提供者）、②
Decision-maker（決断者）、③Communicator
（伝達者）、④Manager（経営者）、⑤
Life-long-learner（生涯の学習者）、⑥
Teacher（教育者）、⑦Leader（先導者）、そ
して不可欠なものとして⑧Researcher（研
究者）を上げている。 
 我が国の薬剤師教育は平成18年度から6
年制に移行したが、これも安全な暮らしや
医療を求める社会的要請に他ならない。し
かし現状では、6年制への移行で新たに必須
になった学生の長期実務実習のプログラム
作成や実習施設の指導薬剤師養成等、目前
の課題が優先され、薬剤師の長期にわたる
実務能力開発に関する「研究」は未だなさ
れていない。例えば、薬剤師養成に関わる
各立場について、考えられた問題点や課題
として以下のようなものがある。 
●学生：臨床で用いられる医薬品に関する
基本知識が非常に少ないため、薬物療法上
の危険予知や問題解決になかなか至れない。
各医薬品の基本情報の学び方は個人に任さ
れている。症例に関わる経験は、5年生の実
務実習までほとんどない。実習での経験は
断片的で継続して患者の問題解決に関わる
視点が欠けている。 
●現職薬剤師・指導薬剤師：新しいことを
学ぶ機会は個人に委ねられている。個々の
症例を医療チームでフォローアップする症
例検討会では、薬剤師独自の視点が定まっ
ておらず、薬剤師の寄与はその薬剤師個人
の力量に依存している。また専門薬剤師取
得などスキルアップのために症例報告が必
要であるが、薬剤師の視点をもった報告の
内容が体系化されておらず経験に依るとこ
ろが大きい。 
●薬学教員：附属病院が無いなど、多くの
事例では臨床経験を積める状況にない。各
薬系大学には、薬剤師としての実務教育を

中心的に担うため、実務経験5年以上の実務
家教員が一定数配置されているが、この実
務家教員についても同様であり、問題は深
刻である。矢野らのアンケート調査によれ
ば、回答を寄せた全国66大学209人の実務家
教員のうち、「平成19年度に臨床実務に携わ
らなかった」と回答した割合は67 %に上っ
ていた（医療薬学 35, 43-49, 2009）。 
 このままでは実務家教員としての力量向
上は望めず、実務教育の充実のために大学
設置基準を改定して配置された実務家教員
の制度が形骸化し、ひいては薬剤師の資質
向上を望むことはできない。実務家教員と
しての faculty development (FD) が不足
している。 

 
２．研究の目的 
 以上のような問題点をふまえ、医療の現状
に即した問題解決型、医療情報創生型の薬剤
師を養成することを目的とする。そのために
薬学生、現職薬剤師、そして教員が、（それぞ
れの技量に違いはあるものの、それに応じて）
①ともに医療チームに参画して個々の症例の
問題解決を行い、②実務者としての能力を向
上させ、③研究者として薬物療法上のエビデ
ンスの創生に関わることを目標として、病棟
での薬学の立場からの患者ケアと症例検討会
による長期的な症例フォローアップを軸にし
た実務教育システムの構築を試みた。 
 薬学部と附属病院を共に擁する大学は限ら
れているが、研究代表者は薬学部と病院薬剤
部に籍を置き、常に実務と学生教育、新人薬
剤師教育、現職薬剤師の生涯教育に携わるこ
とができるまれな環境にある。医療が日進月
歩であることを身をもって知っており、薬剤
師の実務能力及び専門性の向上には、卒前だ
けでなく卒後、新人時代から生涯にわたり、
臨床における学びを支える教材や教育システ
ムの必要性を強く感じ、本研究の発想に至っ
た。 
 
３．研究の方法 
 平成23～25年度の3年計画で、以下のステッ
プを踏んで行った： 

(1) 現状調査からの問題点の提示 
(2) 薬剤師による症例報告の論点の抽出 
(3) 症例検討会を中心とする実務教育プ

ログラムの作成（教材の作成を含む） 
(4) 上記プログラムの実施 
(5) プログラム実施後のアンケート調査 
(6) プログラムのブラッシュアップ 

 症例フォローアッププログラムは、3年の研
究期間中、薬学生の11週の病院実習に合わせ
て計6クール行った。個々の学生ができるだけ
同一症例をフォローできるようにプログラム
を検討して実施した。 



 プログラムの評価のためにアンケート調査
を行う場合には、参加者に書面で説明を行い、
アンケート調査への参加は自由意志であるこ
と、結果を公表する際には個人の特定ができ
ない形にすることなどを示したのち、アンケ
ート回答提出をもって同意を得たものとした。 
 
４．研究成果 
 医療チームの中で長期的視野をもって患
者ケアを担える薬剤師を、持続的に輩出する
ために、本課題に着手した。 
 まず現状の把握を行いシステム構築の端
緒にした。 
 薬学生の病院実習に関しては、特に患者の
薬学的ケアを実践する病棟実習について表 1
のような問題点が上げられた。これらを解決
するため症例フォローアッププログラムは
以下の3つの構成要素で組み立てることにし
て、各学生ができるだけ同一症例をフォロー
できるようにするとともに、指導薬剤師や教
員も関わりその指導力向上を図れるように
した：①病棟実習（各学生 3 週間）、②毎日
のグループミーティング、③週一回の症例検
討会。グループ制にして、グループ員の 1名
を病棟実習にあて、毎日ミーティングを行う
ことにより、調剤実習など病棟以外のグルー
プ員も自身の担当症例について経過を把握
できるようにした。 
 
表 1 研究初年度に行った現状把握の例（病棟実習） 

 
 この症例フォローアッププログラムは、近
年、医学・薬学教育に導入された Problem- 
Based Learning (PBL) の実践型であると考
えられ、いわば“practical PBL”ととらえ
ることができる。“Problem”の認識力を確実
にするために、先行研究（課題番号 20590503:
先導的薬剤師の養成に関する研究―危険予
知トレーニングによる問題解決力の開発―、
平成20～22年度科学研究費補助金、基盤（C））

で検討した危険予知トレーニングを実務実
習の事前学習で行い、病院実習での症例検討
には、その考え方を活用した。 
 薬物療法上の危険予知など、薬学的立場か
らの症例検討の論点を実習オリエンテーシ
ョンで示し、その後の症例検討会で用いた
（図 1）。 

 

図 1 症例検討会ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝで示した内容 

 
 
 同一症例に継続して関与する環境を提供
することにより、学生の満足度や理解度が向
上することが示された（図 2）。また、患者の
薬学的ケアに継続して関わる態度が養成さ
れたものと推察された。アンケート回答から
は、症例フォローアッププログラムを通じて、
プレゼンテーションやコミュニケーション
の力が向上したとの評価が得られた。 
 

図 2 症例検討会に対する学生の評価 

（Pre: 研究開始前、Post: 研究開始後） 

 
 
 一方、薬学生、現役薬剤師、教員、看護学
生など、症例検討に必要な情報の認識につい
て調査を行い、各々の特性を明らかにした。 
 さらには本研究の過程で、新たな問題も明
らかになった。すなわち、症例フォローアッ
プに際して薬学的論点とすべき「薬物療法に
関わる患者状態の評価」は経験的になされる
ことが多く、客観的で汎用性のある指標が以
外にも確立されていないという点である。 
 これについては、フィジカルアセスメント

実施状況 問題点 改善案 
学生 1名が 5日
間の病棟実習を
3回実施 
（それぞれ異なる
病棟で実施） 

5日間では 1名の
患者の治療経過
途中で実習が終
了する 
1つの病棟の理
解が深まる前に
病棟を移動する 

病棟実習期間を
12日間連続とし
て、同じ病棟での
実習を継続する 

各学生に 1名ず
つ担当患者を振
り分け、その患者
について症例検
討会を実施 

病棟実習と症例
検討会の患者が
必ずしも一致せ
ず、面談をするこ
となく症例検討会
を実施することが
ある 

複数の学生が同
じ患者を担当して
、交代で病棟実
習を行いながら、
その患者につい
ての症例検討会
を実施する 

病棟実習では学
生 1名に対して薬
剤師 1名が担当 

担当薬剤師が夜
勤などで対応でき
ないと、担当病棟
での実習継続が
困難となる 

学生 1名に対して
薬剤師 2名が関
わり、不在の日を
調整してどちらか
の担当病棟で必
ず実習を行う 



などによる評価を含め、今後新たな課題研究
として進展させる必要があるものと考えら
れる。本研究の成果をふまえ、あらたな課題
の基盤形成のため、薬学生に対するフィジカ
ルアセスメント教育や、東北大学病院薬剤部
の薬剤師や宮城県病院薬剤師会会員を対象
にしたフィジカルアセスメント研修などに
ついては、多くの関係者の協力を得て既にカ
リキュラムを作成して実施しているが、薬物
療法に関わる評価指標の創出と体系化を目
指し、今後さらに研究を進めたいと考えてい
る。 
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